
第９回	 全日本少年春季軟式野球大会沖縄県予選 

＜監督会資料〈競技部〉＞ 

 

１	 球場、練習会場について 

  球	 	 場  練習会場 

① 新開球場 

開	 	 場 ７：３０ 

佐敷中学校 

開	 	 場 ７：３０ 
ブルペン 球場内 スパイク ＯＫ 

備	 	 考  

打撃練習 バント 
１対１のペッパーまで 

ブルペン あり 

備	 	 考  

駐車場 
注意事項 ・駐車場が狭く近隣の迷惑にならないように。 

② 黄金森球場 

開	 	 場 ７：３０ 

南風原中学校 

開	 	 場 ７：３０ 
ブルペン なし スパイク ＯＫ 

備	 	 考  
打撃練習 バント 

１対１のペッパーまで 

ブルペン あり 
備	 	 考  

駐車場 
注意事項 ・ 

③ 東風平球場 

開	 	 場 ８：３０ 

東風平中学校 

開	 	 場 ７：００ 
ブルペン あり スパイク 	 ＯＫ 

備	 	 考  

打撃練習 バント 
１対１のペッパーまで 

ブルペン 	 あり 

備	 	 考  

駐車場 
注意事項 ・球場の開場時間が遅いため、施設担当者（球場長）との確認が必要。 

④ かいぎん 
スタジアム国頭 

開	 	 場 ７：３０ 

ふれあい広場 
（サブグランド） 

開	 	 場  ７：３０ 
ブルペン あり スパイク 外野はアップシューズ 

備	 	 考 
ブルペンの

使用は球場

長に確認。 

打撃練習 バント 
１対１のペッパーまで 

ブルペン 両サイドに一か所。 
備	 	 考  

駐車場 
注意事項 ・ 

	



２	 球場内でのアップ 

	 （１）第１試合の球場入りは、試合開始90分前より可とする。遅くともオーダー交換時までに行うこと。 

	 （２）球場内でのアップは、試合用ユニフォームとする。 

	 （３）芝生保護のため、球場内芝生はスパイクを履いての練習を禁止する。 

  （４）球場内での打撃練習はバント、１対１のペッパーまでとする。	 	  

	 （５）外野ノックは土の部分から行うこと。 

	 （６）第１試合のチームの球場内での練習に登録メンバー以外の部員を入れることができる。 

	 	 	 但し、同一のユニフォーム（サイドノック時にはヘルメット）を着用し、試合開始４５分前（オーダー	

交換時）には球場内から引き上げること。 

	 （７）投球練習の際の捕手（控えの捕手も同様）は、必ず捕手用ヘルメット、スロートガード付きマスク、 

	 	 	 プロテクター、レガース、ファウルカップを着用すること。 

  （８）球場内練習では、競技で使用する以外の道具を使用することを禁止とする。 

	 	 	 例・・・シャトル、プラスチックボール、サンドボール、ラダー等 

 

３	 練習会場でのアップ 

	 （１）練習会場でのアップは、会場到着後本部席（球場長）に確認をとって練習を開始すること。その際、設備

面・安全面を考慮し、大会本部が使用についての制限を設ける場合がある。 

	 （２）バッティング練習が可能な練習会場では、安全面に注意して行うこと。 

	 （３）練習会場では、可能な限り競技で使用する道具のみを使用すること。	

	 （４）第2試合目以降のチームは球場内（フィールド内）のブルペンを使用することはできない。	

	 	 	 ※	 ブルペンがフィールド外にある場合は使用を認める場合もある。	

	 （５）第2試合目以降の試合開始目安は以下の通りである。	

	 	 	 ※	 シートノック有り：前試合終了後30分後	 	 シートノック無し：前試合終了後20分後	

 

４	 オーダーの記入・提出・交換 

	 （１）オーダー用紙は全てフルネームで記入すること。 

	 （２）オーダー用紙のポジションの記入は数字で記入すること。 

	 （３）オーダー用紙の提出は、第１試合はオーダー交換の10分前まで、第２試合以降は前試合の３回終了ま	

でに提出すること。 

	 （４）オーダー用紙は５部提出すること。	

	 （５）第１試合目のオーダーの交換は、試合開始時刻の４５分前（８：１５）とする。 

（６）第２試合以降のオーダー交換は、前試合の４回終了時に行うこととする。 

 

５	 シートノック 

	 （１）シートノックは、試合開始３０分前に後攻側から始める。通告時より５分以内とする	

※	 決勝戦は試合開始35分前、７分以内。 

	 （２）天候等事情により省略、短縮、またはサイドノックに変更することもある。	

	 	 	 ※	 サイドノックの場合も芝生保護のため、球場内芝生はスパイクを履いての練習を禁止する。 

	 （３）相手チームは、完全にベンチ入りで待機すること。 

  （４）シートノック時、マウンドでの投球練習は認めない。ブルペンは認める。 



	 （５）シートノックの捕手は登録選手が行うこと。補助員の捕手は不可。 

  （６）シートノックの補助員は全員ヘルメットを着用させること。 

	 （７）シートノック時の補助員を、登録外生徒（５名以内）で行ってもよい。但し、登録外の３年生は補助員と

して、全員球場内に入れてもよい。	

（注１）ボールの受け渡しに限る。	  

	 	 （注２）ユニフォーム、ヘルメットを着用すること。 

	 （８）先攻チームは後攻チームのシートノック終了1分前のアナウンスでベンチ前に整列しノックに備える。 

 

６	 用具点検、ユニフォームについて 

	 （１）沖縄県中学校体育連盟軟式野球専門部「用具・装具規定及び運用規定」を遵守すること。 

	 （２）各チームとも上記の規定を熟読し、事前に用具点検を確実に行うこと。	

	 （３）用具点検は、シートノック時のベンチにいるチームの用具点検を行う。 

	 （４）ヘルメットは規定に則ったものを最低限８個以上準備すること。	  

 

７	 試	 合 

（１）試合中のアップ（キャッチボール）は２組（４名以内）とする。	

	 	 ※	 攻守交代時に限り、控え選手がファウルグランドで外野の方向へランニングすることを認める。	

※	 キャッチボールの際のゴロ捕球や素振り、ダッシュ等は禁止	

（２）控え捕手も常に捕手用ヘルメット、スロートガード付きマスク、プロテクター、レガース、ファウル	

カップを着用すること。 

（３）ベースコーチ、バットボーイともに、規定のヘルメットを着用すること。 

（４）イニングの攻守交代時にヘルメット、グラブの受け渡しがスムーズに行えるように手配すること。	

（５）攻撃タイムおよび守備タイムは１分以内で行えるようにすること。	

（６）４回、７回終了時に、会場補助役員がグラウンド整備を行う。	

※	 天候によっては行わない場合もある 

	 	 	 ※	 整備終了後の直後に登板する投手に限り、ベンチ前でのキャッチボールは認める。 

	 （７）天候及び負傷（体調不良も含む）による試合の中断は１０分程度を目安として、出場の可否をチーム 

で判断し、試合を再開できるようにする。 

	 （８）継続して試合を行う場合は、試合終了（校歌斉唱）後、３０分を目安に開始する。 

 

８	 応	 援    

  （１）攻撃側のチームが優先となる。 

	 （２）試合開始の礼が終わり次第、先攻チームの応援優先となる。 

	 （３）イニング終わりは、審判の３アウトコールである。その直後からが攻撃側の優先応援となる。 

  （４）ダッグアウト外からの選手への指示、アドバイスは禁止とする。 

  （５）相手チームへの「やじ」や「走った」等の攻撃側のアンフェアな声かけを禁止とする。 

  （６）グラウンド整備役員に対しての礼は不要とする。	

	

	

	


